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研究実績 

の概要 

世界に先駆けて超高齢社会を迎える日本では，自分の健康状態を適宜把握し，健康増進に

取り組むことの支援が求められている．本研究では,IT の専門知識がない利用者でも手軽

に利用できるシステム構築を目的とし，スマートスピーカと感性工学を融合した健康管理

システム構築に向けた基礎研究を行う．まず,活動量計などのデバイスにより得られる計

測データを IoT技術によって統合的に管理し，健康増進支援の基礎を構築する．つぎに,自

然言語をインターフェースとするAI スピーカを介して,各自の健康に関連した情報を会話

によって容易に利用できるシステムの基礎を構築する．そして,専門的な知識がなくても,

感性に訴えかけるインタラクションで健康を考えさせるシステムの構築を目指す． 

本研究では,健康に関連する生体情報を取得するための計測機器，計測データの蓄積と管

理・運用のためのデータベースシステム，健康管理アドバイスを行うための健康管理シス

テム，システムを利用するためにカスタマイズされたAIスピーカなどを主な構成要素と

し、各モジュールを IoT 技術でつなぎ，AI スピーカをインタフェースとして利用できる

試作機を開発した．計測機器からは，健康管理に必要となる生体情報データ，例えば，体

温，血圧・心拍数，歩数，カロリー等が取得され，データベースへ継続的に送信される．

健康管理システムでは，データベースの蓄積データから過去の健康状態やその時系列変化

などが自動計算され，健康管理情報として利用される．また，AIスピーカを介した問い合

わせに対しては，この健康管理システムと連動して答える仕組みとなっている．本研究に

より，自身の健康状態をAIスピーカに尋ねると，問い合わせ時点での健康状態に対する

回答だけでなく，過去の健康状態の記録・管理を踏まえて，生活習慣病の予防のためのア

ドバイスなどを回答するシステム構築のためのフレームワークを提案することができた． 
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